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図作成縮尺は原則１／２５０とする

  様式第７号

岡崎市○○町字○○１番１
図面名称・縮尺・所在を適宜の大きさで表記する

断面箇所の記号を付ける

方位必要
作成例 1

Ａ－Ａ'断面図

点 名

距 離

地 番

プロットマーク

二 点 間 距 離

垂 線 距 離

1.5～2.0ｍｍ

2.0～2.5ｍｍ

3.0～4.0ｍｍ

1.5～2.0ｍｍ

Ａ ８－２

現況線である場合の記載 官民界である場合の記載

２０．００３

ＫＤ１
ＫＤ２

現況線の場合は破線で表示
現況線の測量位置の構造物等を明示

CO AS AS

道路 官民界の位置が構造物等のどこになるかを明示

AS

現況状況を明確にする為、アスファルト又はＡｓ等適宜表現する

隣地町字名等異なる場合は記載

道路

※例、道水路界や県・国有地と道路界等の場合

官・官界である場合の記載

Ｂ－Ｂ'断面図 Ｃ－Ｃ'断面図

道水路の場合は、それぞれの幅員及び全幅員記載

綴代・２㎝余白

Ｋ－２

公有地確認を行う箇所は赤線で明確になる様になぞる等の処理

距離表示は２～２．５ｍｍの大きさで
小数点以下３桁とし４桁以下を切捨てとする ６．０５０

２．０５０ ４．０００

アスファルト舗装

４．０００

道路

ａｓ

道水路の界は計算点とし破線で結ぶ Ａ’

３－１
２６

水路 １－１

民有地は距離を記載しない

２－１

垂線（幅員）は破線、点と点を結ぶ場合は1点鎖線

公有地に接している点の座標一覧表（民有地の座標は記載しない）

必ずどちらかを記載する事

※本引照図は世界測地系に基づく成果である

※本引照図は任意座標値により測量されたものである

必ずこの1文を記載すること

※この図は、申請地と公有地の筆界を示しています。

凡 例 杭 の 種 類

石 杭

コ ン ク リ － ト 杭

プ ラ ス チ ッ ク 杭

金 属 標

鋲

刻 印

木 杭

現 況 点

計 算 点

測 点 名 Ｘ 座 標 Ｙ 座 標

K-1 -119917.529 2742.564

K-2 -119917.240 2728.712

K-3 -119918.278 2727.424

K-4 -119931.836 2727.259

K-5 -119932.105 2741.481

K-6 -119928.779 2741.384

KD1 -119896.934 2714.063

KD2 -119897.565 2744.981

KD3 -119917.089 2721.438

KD4 -119931.762 2721.209

KD5 -119917.601 2746.564

KD6 -119928.930 2745.390

KD7 -119931.988 2745.479

W1 -119917.130 2723.438

W2 -119931.787 2723.259

引 照 図 Ｓ＝１/２５０

□ □ 町 △ 丁 目

ＫＤ３ Ｗ１

２．０００ ４．０００ Ｋ－３
１．６５４

Ｋ－１ ＫＤ５

水路 道路
道水路の区分を記載する

ａｓ ｃｏ

道路
点名は１．５～２ｍｍ 道路

Ｗ２

Ｂ’

Ｋ－４

Ｂ
幅杭
ＫＤ４

道水路の場合はそれぞれの幅員及び全幅員記載
道水路幅員が一定でない時、道路幅員を同一とする

プロットマークは１．５～２ｍｍ

１－２

Ｃ
Ｋ－５

Ｃ’

Ｋ－６

５．０３６

３．３２７

ＫＤ６

２－２

ＫＤ７
幅杭

繁雑になる場合はタスキ掛けの距離は省略できる

プロットマーク凡例は統一してください


